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ラ
ウ
イ
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
僕
も
参
加
し
ま
し
た
。
以
前

は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
存
在
す
ら

知
ら
な
か
っ
た
僕
で
す
が
、
こ
の

国
に
来
て
か
ら
は
エ
イ
ズ
と
は
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な
っ
て

い
ま
す
。
数
カ
月
前
か
ら
は
、
エ

イ
ズ
感
染
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に

も
参
加
し
、
彼
ら
と
一
緒
に
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
顔
合
わ
せ
に
参
加
し
た
と

き
、
代
表
者
の
人
か
ら
「
こ
こ
に

い
る
人
は
、
君
以
外
は
全
員
エ
イ

ズ
感
染
者
だ
！
」
と
言
わ
れ
、
百

人
近
い
人
の
中
で
非
感
染
者
は
僕

一
人
か
ぁ
〜
と
思
っ
た
ら
、
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
の
が
本
音
で
す
。
だ

け
ど
彼
ら
の
明
る
い
表
情
や
元
気

な
姿
に
接
し
て
い
く
う
ち
に
、
エ

イ
ズ
と
戦
う
同
志
に
な
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
最
近
、
直
属
の

上
司
が
エ
イ
ズ
感
染
者
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
ま
た
職
場
の
同
僚

が
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
り
、
改
め
て

エ
イ
ズ
の
拡
大
と
脅
威
を
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
国
の
エ
イ
ズ
へ
の
関
心
や

対
策
は
日
本
よ
り
も
進
ん
で
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
時
が
遅
す
ぎ
た

の
も
事
実
で
す
。
最
近
で
は
都
市

部
や
情
報
が
届
く
地
域
で
は
、
多

く
の
人
々
が
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
山
間
部
な
ど
情
報

が
あ
ま
り
届
か
な
い
地
域
で
は
、

正
し
い
知
識
を
持
た
な
い
人
が
多

く
、
結
果
と
し
て
エ
イ
ズ
に
感
染

し
、
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
も
多

い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い

く
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
と
エ
イ
ズ

近
年
、
先
進
国
の
中
で
日
本
だ

け
、
エ
イ
ズ
感
染
者
が
増
加
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
風
邪

は
う
つ
っ
て
も
、
エ
イ
ズ
は
う
つ

ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
エ

イ
ズ
は
正
し
い
知
識
と
自
制
心
さ

え
あ
れ
ば
感
染
し
な
い
病
気
で

す
。
け
れ
ど
も
、
社
会
が
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
環
境
で
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
人
々
は
感
染
し
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
、
と
い
う
恐
れ
か

ら
検
査
を
受
け
ず
、
結
果
と
し
て

感
染
者
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。先
述
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、

感
染
者
が
表
に
立
っ
て
活
動
あ
る

い
は
生
活
で
き
る
よ
う
な
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

防
げ
！
エ
イ
ズ
感
染
拡
大

マ
ラ
ウ
イ
の
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
感
染
率
は
、
第

一
回
（
平
成
十
八
年
六
月
号
）
で

述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
マ
ラ
ウ

イ
に
限
ら
ず
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
、
エ
イ
ズ
の
蔓
延
に

よ
っ
て
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら

れ
、
現
在
、
国
を
挙
げ
て
感
染
拡

大
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
年
十
二
月
一
日
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
マ

親を亡くした孤児たち。エイ
ズは家族にも被害を及ぼす

ＺＩＫＯＭＯ…マラウイ語で「どうも」の意味

第１０回
マラウイとエイズ

青年海外協力隊・佐藤健太の

イベントでは歌や踊りで
エイズの拡大防止を啓発

火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
こ
そ
、
火
災
を

予
防
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
月
平
均
三
・
三
件
。

非
常
に
多
く
、
死
傷
者
も
出
て
い
ま
す
。
期
間
中
は

午
後
八
時
に
詰
所
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

問合せ　安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

全全全全
国国国国
火火火火
災災災災
予予予予
防防防防
運運運運
動動動動

今月の

新着本

消さないで あなたの心
の 注意の火
（平成１８年度全国統

一防火標語）

３１～
（木）

３７
（水）

春季春季

市町名 建物 林野 車両 その他 計

伊豆の国市 ２２ ２ １ １５ ４０

伊豆市 １５ ０ ３ ８ ２６

函南町 １０ １ ４ ７ ２２

田方消防署管内の火災件数（平成１８年１月～１２月）

（資料：田方消防署）

【中央図書館】

電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　３月５日（月）
１２日（月）･１９日（月）
２１日（水）･２６日（月）
３０日（金）

【長岡図書館】

電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　３月２１日（水）
３０日（金）

【韮山図書館】

電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　３月５日（月）
１２日（月）･１９日（月）
２１日（水）･２６日（月）
３０日（金）

問合せ

｢ローマ人の物語 ⅩⅤ

ローマ世界の終焉｣   

塩野七生／新潮社

ローマはいつ、どのよ
うにして滅んだのか？

１３００年に及ぶ巨大帝国の興亡のド
ラマを１年１作のペースで描き尽く
した傑作シリーズがここに完結。

【中央・韮山図書館所蔵】

「血涙
けつるい

新楊家将 上、下」

北方謙三

ＰＨＰ研究所

宋建国の英雄・楊業
ようぎょう

の死から２年。理不尽
な戦いで父や兄を失い、壊滅的な打
撃を受けた楊家

よう か

軍を再興するため、
六郎延昭
りくろうえんしょう

と七郎延嗣
しちろうえんし

が立つ。
【長岡・韮山図書館所蔵】

時をこえて届く、あの頃からの贈
り物…。デブねこの赤い首輪には
さんだ手紙がつないだ、小学生の
ぼくとタカキの友情を描く表題作。
ほかに「絆」を描く７編を収録。

【長岡・韮山図書館所蔵】

「モノレールねこ｣
加納朋子

文藝春秋

｢さよなら、サイレント・ネイ

ビー 地下鉄に乗った同級生｣   

伊東乾／集英社

かつて共に学んだ親友
は、サリン実行犯とし

て死刑判決を受けた。東大助教授の
著者と友の運命を分けたものは何か？
社会が同じ過ちを繰り返さないため
の検証の記録。 【中央図書館所蔵】

｢お手本なしの人生

『１リットルの涙』亜也の詩
うた

｣   

木藤亜也・木藤潮香

小学館

木藤亜也さんのノート
に綴られたいのちの詩。遺されたノ
ートから、母・潮香さんが「伝えた
い言葉」を選び、新たに編集。

【長岡・韮山図書館所蔵】

｢獣の奏者Ⅰ　闘蛇編｣   

上橋菜穂子／講談社

王獣の医術師を志すエ
リンは、やがて王国の
運命を左右する立場に

…。決して人に馴れず、また馴らし
てもいけない獣とともに生きる、宿
命の少女エリンを描く長編ファンタ
ジー。【中央・長岡図書館所蔵】

●祝日（日曜日の場合は開館：韮山図書館は５月５日と１１月３日は開館）
●月末金曜日　●年末年始：１２月２８日～１月４日
＊祝日等の振替え休館がありますので、毎月の広報でご確認ください。

平成１９年４月１日からの各館の休館日が次のとおり変わります。
お間違えのないようにご利用ください。

●毎週月曜日
●特別整理期間
（６月中に１０日間以内）

●毎週月曜日
＊月曜日が休館となります。
●特別整理期間
（１１月中に５日間以内）

●毎週水曜日
＊月曜日が開館となり、水曜日が
休館となります。
●５月６日と１１月４日（日曜日の
場合は開館）
●特別整理期間
（９月～１０月中に７日間以内）
＊４～９月までの木曜日延長開館
がなくなります。

【中央図書館の休館日】

【長岡図書館の休館日】

【韮山図書館の休館日】

【各館共通休館日】




